
　米子市美術館協議会

　　　　　　　　　日時：　平成21年3月19日（木）13：30～
　　　　　　　　　場所：　米子市美術館　第５展示室

　　　　　　　　　日　　　程

１　開会

２　あいさつ

３　議事

（１）平成20年度米子市美術館事業報告について

（２）平成21年度米子市美術館事業計画について

４　その他

５　閉会



氏名

さえき　けいこ

佐伯啓子 学校教育 中学校 再任

ゆら　ひろみ

由良　ひろみ 学校教育 小学校 再任

ながた　あきお

長田昭夫 学識経験者 県医師会会長 再任

たかます　よしこ

高増佳子 学識経験者 再任

おくだ　ちさと

奥田千里 学識経験者 再任

いくた　まこと

生田　眞 社会教育　 版画 再任

ふくしま　たづこ

福島田鶴子 社会教育　 洋画 再任

いりえ 　やすこ

入江康子 社会教育　 洋画 新任

あんどう　ゆうぞう

安藤釉 社会教育 芸 任

選出区分 備考

 米子市美術館協議会委員名簿

安藤釉三 社会教育　 工芸 再任

おおたに　おさむ

大谷　治 社会教育　 工芸 再任

ひむら　えみこ

干村恵美子 社会教育　 日本画 再任

ふるさわ　よしお

古澤義雄 社会教育　 書道 再任

ふじやま　まさえ

藤山雅江 社会教育　 書道 再任

わたり　しょうぞう

渡里彰造 社会教育　 写真 再任

いまい　さとる

今井　悟 社会教育　 写真 再任

任期　平成19年10月1日～平成21年9月30日まで

以上15人　定数15人



１　平成20年度米子市美術館事業報告について

 (1)　平成20年度事業のまとめ（Ｈ20.4月～Ｈ21.2月）　開館292日　利用278日　展示232日

　　　　総入館者数　60,726人　（前年度2月末入館者計　66,179人）

　　①　主催事業

行 　　　　事 展示室 会  期 日数 入館者数

Ⅰ 2 5/3～6/1 26日 802人

Ⅱ 2 9/7～9/28 19日 355人

Ⅲ 2 11/2～12/23 45日 627人

90日 1,784人

全館 7/12～8/24 40日 20,120人

1.2 1/31～2/15 14日 333人

全館 2/22～(3/29) 6日 3,015人

25,252人

　　②　公募展

行  事 展示室 会　　期 　入館者数 19年度 18年度 17年度

第48回 市展 全館 6/13～21 2,252人 1,940人 1,953人 2,431人

第52回 県展 全館 10/4～10/13 2,216人 2,226人 1,915人 2,327人

　　③　普及事業

ア　土曜講座

　・　常設展担当学芸員等による作品及び技法解説 7回 参加者 　33人

イ　特別展関連事業

　・　葉　祥明氏記念講演会 会場：米子市立図書館大会議室

「コレクションにみる版画表現 －その多様な展開－」

「ファミリーアルバム－家族の情景－」

常
設
展

特別企画展 「本池秀夫　－革の世界－」

特別展 「葉　祥明展　～もっと好きになるために～」

共同企画

「コレクションによる名所めぐり 山陰三十六景＆東都三十六景」

小　計

合　計

郷土作家展｢海の刻　古市義二･岸本　章｣

　　7月12日（土）午後2時から

聴講者124人

　・　葉　祥明＆西村由紀江ジョイントコンサート

7月27日（日）午後2時から 会場：米子市文化ホールメインホール

入場者670人

　・　ギャラリートーク＆サイン会　　7月12日(土)午前10時30分・8月17日(日)午後2時

　・　絵本の読み語り会　　第1展示室にて10回実施 参加者252人

　・　アニメ上映会　　第1展示室にて8月18日(月)から24日(日)の開館時間中リピート上映



ウ　共同企画･郷土作家展関連事業

　・　出品作家によるアーティストトーク　　1月31日（土）午後2時から

参加者36人

エ　特別企画展関連事業

　・　本池秀夫氏講演会 会場：米子市立図書館大会議室

2月22日（日）午後2時から 聴講者146人

オ　ミュージアムスクール

美術上映会 第５展示室 55人

学芸員レクチャー 第５展示室 39人

不思議の森の秘密基地大作戦！ 第５展示室 9人

11月23日(日) 館長レクチャー 第５展示室 16人

1月11日(日) 第２展示室 18人

学芸員レクチャー 第５展示室 18人

合　計 155人

カ　米子市教育文化事業団・米子高専連携事業　夏休みワークショップ

「飛び出す建築工作」 7月26日(土) 32人 会場：米子市児童文化センター

8月21日(木) 30人 会場：米子市淀江文化センター

「フラドーム地球儀」 8月22日(金) 25人 会場：米子市淀江文化センター

参加者　　87人

キ ミュージアムスタンプラリー

会　　場 参　加　者

｢マリー･ローランサン、モディリアーニ｣

期　　日 内　　　容

「革の魔術師－本池秀夫」

 5月11日(日)

 6月29日(日)

2月8日(日)

 9月21日(日)

「葉　祥明展への招待」

講師：藤田英樹（信州大学准教授）

篆刻をしよう

講師：松田泰軒（篆刻家）

「美術っておもしろい！」

キ　ミュージアムスタンプラリー

　・　主催事業（常設展、特別展、ミュージアムスクール）に観覧・参加の方を対象として

　　　専用台紙にスタンプ押印。5個・10個の集計により、特典とし当館ミュージアムグッ

　　　ズ（ポストカード等）を進呈。



　　④　資料収集事業

ア　収蔵品の基本台帳作成

　・　収蔵品のデータ整理

イ　郷土関係作家資料収集

　・　郷土関係作家の調査、資料収集・整理

ウ　次年度事業資料収集

　・次年度事業にむけての資料収集、調査、研究

エ　「米子市美術館収蔵品管理システム」活用（パソコン）

　・収蔵品管理（収蔵作家リスト、データ入力、作品データ入力等）

　・施設管理、入館者管理、展示室使用管理（関係機関住所録入力）



　　⑤　貸会場事業　　　 （人）

会　　期 展　　覧　　会　　名 展示室入場者数 　備　　考

4/4～14 第50回新協展 1～5 7,615

4/18～28 第62回行動展 1～5 1,162

5/9～13 米子美術家協会小品展 1 503

5/16～20 第5回フォトサークル銀河よなご写真展 1 390

5/23～26 たまいつかさ自由画教室作品展 1 977

5/30～6/3 伯耆書院展 1 622

7/4～8 古沢宕邨新作書展 2 321 　

8/28～31 第36回日本の書展米子展 1～4 941 　

9/5～9 第39回美術集団ゼム作品展 1 1,299 635

第24回米子写真倶楽部作品展 3 677 第

第49回チャーチル会・米子作品展 4 906

9/12～16 水曜展 1 1,074 642

シニア県展 ※ 3・4 767 64

フォトクラブピノキオ写真展 5 383

9/19～23 第12回ビスターレ絵画展 1 838 623

サークル“U”写真展 3 250 回

西部地区生徒条幅展 4 469

9/26～30 写真家のまなざし展　※ 1 913 152

米子写真集団ゼロ作品展 3 471

米子工芸会展 4 727 米

10/17～21 第30回龍心会書道展 1 1,126 545

柴野芳泉書作展　※ 2 739

黒ばら会米子木彫会展 3 485 子

山陰ライカクラブ写真展 5 262

10/24～28 イマージュグラスクラフトグループ展「彩りの時間に」 1・2 2,998 2,206

第38回米子ちぎり絵水星会展 3 838 市

第22回現展山陰支部展 4 1,097

日本芸術人形安井里子支部展 5 705

10/31～11/4 日報写連米子支部/フォトきゃらぼく写真展 1 1,171 413 秋

第35回米子墨彩会水墨画展 3 564第35回米子墨彩会水墨画展 3 564

第68回米子美術家協会展 4 746

第44回かこう会絵画作品展 5 441 の

11/7～11 第10回創元会鳥取支部展 1 759 524

第13回米子市写真家協会展 3 373

第26回皓墨会水墨画作品展 4 412 文

11/14～18 ぶなの木会洋画展 1 922 664

第47回中美展 3・4 531

フランス刺しゅう作品展 5 332 化

11/21～25 麗山書院展 1 1,012 583

第1回陶友会展 3 604

'08山陰新協米子展 4 656 祭

11/28～12/2 第41回麓人展 1 1,608 1,362

米子地区書道連盟展 3・4 855

全日写連米子支部作品展 5 269
※は、米子市秋の文化祭参加事業以外



（人）

会　　期 展　　覧　　会　　名 展示室入場者数 　備　　考

12/4～9 鳥取県写真家連盟合同写真展 3～5 477

12/5～9 花アート押し花展 1 361

12/13 鳥取大学医学部ジャズライブ ロビー 50

12/14～21 第55回鳥取県勤労者美術展 3～5 541

12/19～23 88Photomall展 1 505

1/9～15 鳥取県文化功労知事表彰受賞記念巡回展 1 123

1/16～20 米子松蔭高校アート･書道展 3 987 622 人

米子高校総合美術展 4 801 人

1/23～27 絵と音楽と私の住宅スケッチ展 1 622 229 人

ふれあいの里合同展 2 554 人

1/24～25 日本習字書道展 3・4 630

1/30～2/3 米子書芸院展 4 305

計 30,852 人

　　⑥　その他

・　職場体験学習

      鳥取県立日野高等学校2年生1名 6月10日(火）～13日(金)

　　　鳥取県立米子高等学校(インターンシップ)2年生2名 7月1日(火)～4日(金)

　　　米子市立東山中学校2年生2名 9月16日(火)～19日(金)

　　　米子市立後藤ヶ丘中学校2年生2名 11月10日(月)～14日(金)

・　博物館実習　　　　　　　 9月2日(火)～7日(日)

　　　東洋英和女学院大学3年　1名

　　　関西学院大学3年　1名

　　　大阪成蹊大学4年　1名

　　　金沢美術工芸大学4年　1名

・　美術館サポーター(ボランティア）

　　　7名登録　　延べ24回活動

・　出前講座

　　　市内彫刻作品解説　　 1月18日(日)

・　美術館モニター制度

　　　4名登録活動中

　　　文化祭

　　　4名登録活動中

 (2)　3月以降の事業予定

　　①　主催事業

・　特別企画展「本池秀夫　－革の世界－」　2月22日(日)～3月29日(日)

ワークショップ｢革の動物をつくろう｣ 3月中の毎週日曜日

本池秀夫による制作実演及び作品解説 会期中の毎週土曜日

　　②　普及事業

ア　ミュージアムスタンプラリー

　　③　資料収集事業

・　2月までの（1）⑤ア～エを継続



平成21年度 米子市美術館 事業予定
主催事業
（展覧会事業）
◎常設展　　（継続）　

・常設展Ⅰ「美人図鑑」(仮称) 
会　　期：6月21日（日）～ 8月9日（日）　［水曜日休館］
会期日数：43日間

・常設展Ⅱ ｢アートで四季巡り｣ (仮称) 
会　　期：8月23日（日）～9月27日（日）　［水曜日休館］
会期日数：31日間

・常設展Ⅲ｢香田勝太と麓人会の仲間達」 (仮称) 
会　　期：平成22年3月7日（日）～3月28日（日）　［水曜日休館］
会期日数：19日間

観 覧 料：一般＝310（260）円、高校・大学生＝150（100）円　　　　　　　　　　

◎特別展「ネオテニージャパン　高橋コレクション」(仮称）　　（継続）　
会　　期：12月13日（日）～2月11日（木・祝）　［水曜日休館］
会期日数：47日間

事業内容：常設展示は美術館活動の基本であり、広く市民に当館の活動及び収集方針を伝え、その方針に
　　　　　沿った展示を行い、市民の美術文化の 向上に資することとしたい。

内　　容：所蔵作品の中から、郷土出身の画家である香田勝太作品と香田と交流のあった当時の麓人会参加
          作家の作品を展示いたします。

※（　）内は15名以上の団体料金。※ 中学生以下の方、70歳以上の方、障がいのある方（介護者1名含む）
   及び、米子市美術館後援会会員の方は無料。

内　　容：所蔵作品の中から、女性がモチーフになっている作品に焦点を絞り展示いたします。

内　　容：所蔵作品の中から、季節感が感じられる作品を春夏秋冬に分けて展示いたします。

会期日数：47日間

◎鳥取県立博物館移動美術館（サブタイトル未定）　　（新規）
会　　期：11月1日（日）～11月23日（月・祝）　［水曜日休館］
会期日数：20日間

主　　催：米子市教育文化事業団（米子市美術館）、鳥取県立博物館
共　　催：米子市文化ホール
観 覧 料：無料

◎特別企画「よなご☆こども彫刻フェア」(仮称）　　（新規）
会　　期：夏休み期間中
共　　催：米子市児童文化センター

◎第49回 米子市美術展覧会（市展）　　（継続）
会　　期：6月5日（金）～6月13日（土）　［会期中無休］
会期日数：9日間
搬 入 日：5月31日（日）　10時～16時
搬入場所：米子市美術館
内　　容：市民から公募した作品（洋画・日本画・書道・写真・工芸・彫刻）を展観します。
観 覧 料：無料

内　　容：国内外で活躍している日本の1990年代以降の美術作家の作品約80点を展観。

巡回先：霧島アートの森、上野の森美術館、新潟県立美術館、秋田県立近代美術館、北九州市立
美術館

観 覧 料：一般＝900（700）円、高校・大学生＝600（400）円、小・中学生＝300（200）円 
※（　）内は前売り、15名以上の団体、70歳以上の方、障がいのある方（介護者1名含む）の料金。

内　　容：「米子彫刻シンポジウム」において制作され、現在設置されている40基の野外彫刻を中心に、
           制作の方法やコンセプトなどを理解する契機となる各種事業を展開します。

内　　容：鳥取県立博物館が所蔵している美術品の中から、鳥取県出身の代表的な作家の作品を紹介しま
す。



◎第53回 鳥取県美術展覧会（県展）　　（継続）
会　　期：10月10日（土）～10月19日（月）　［会期中無休］
会期日数：10日間
搬 入 日：9月6日（日）　10時～16時
搬入場所：鳥取県立武道館（米子市両三柳）

巡 回 先：鳥取県立博物館　 9月19日（土）～ 9月28日（月） 　　
　　　　　日南町美術館　　10月24日（土）～11月2日（月） 
          倉吉博物館　　　11月7日（土）～11月13日（金）  （前期）
        　　　　　　　　　11月17日（火）～11月23日（月） （後期）
観 覧 料：無料

（普及事業）
◎ミュージアムスクール（全5回）　　（継続）
・第1回 「美術上映会」(仮称）
日　　時：5月10日（日）　14時～15時30分
内　　容：美術に関する映像作品の上映
会　　場：米子市美術館 第5展示室
参 加 費：無料

・第2回  館長レクチャー(仮称）
日　　時：9月20日（日）　14時～15時30分
内　　容：美術っておもしろい２
場　　所：米子市美術館 第5展示室
参 加 費：無料

・第3回 　県立博物館移動美術館展レクチャー(仮称）
日　　時：11月3日（火・祝）　14時～15時30分
内　　容：県立博物館移動美術館展レクチャー
会　　場：米子市美術館 第5展示室

内　　容：県民から公募した作品（洋画・日本画・書道・写真・工芸・彫刻・版画・デザイン）の内、入選
           作品を展観します。

会　　場：米子市美術館 第5展示室
参 加 費：無料

・第4回  学芸員レクチャー (仮称）
日　　時：11月22日（日）　14時～15時30分
内　　容：特別展事前講義
会　　場：米子市美術館 第5展示室
参 加 費：無料

・第5回 　ワークショップ(仮称）
日　　時：3月22日（月・祝）　14時～16時
内　　容：カエル工房ワークショップ(予定）
場　　所：米子市美術館 第5展示室
参 加 費：1,000円（定員15名程度）　※事前申込必要

●ミュージアムスタンプラリー　　（継続）

専用台紙にスタンプを押し、5個もしくは10個集められた方に当館のミュージアムグッズをプレゼント
します。（2010年3月31日まで実施）同じ展覧会を複数回、観覧されても可。

◎美術講演会　　（継続）
日　　時：特別展会期中予定
事業内容：美術界の第一線で活躍されている方を招き、広く市民に美術の知識を深める機会を提供します。
共　　催：米子市立図書館（予定）
会　　場：米子市立図書館（予定）

◎土曜講座　　（継続）
特別展、常設展会期中の毎週または隔週土曜日の14時から学芸員等によるギャラリートーク
（展示解説）を行います。

当館主催の事業（特別展、常設展、ミュージアムスクール等）に参加、観覧してくださった方には、



◎米子高専連携事業 「夏休みワークショップ」　　（継続）
日　　時：夏休み中
内　　容：米子高専の先生を講師に招き、創作活動を行います。
場　　所：米子市児童文化センター、米子市淀江文化センター

◎博物館実習・職場体験学習の受け入れ　　（継続）

◎モニター制度　　（継続）

◎美術館サポーター（ボランティア）　　（継続）

◎若手地元作家展の支援　　（継続）

◎出前講座　　（継続）

◎ジュニアキュレーター制度 （継続）

内　　容：大学・大学院生の学芸員資格取得のための実習の受け入れをします。また市内中学校・高等学校
          の職場体験学習の受け入れをします。

内　　容：自主事業（特別展、常設展、普及事業等）にモニターとして参加していただく方を公募し、感想
　　　　　　などをレポートでまとめていただきます。また、全体で集まり来館者の意見を汲み取る機会を
　　　　　　設けます。本年度は第2期1年目です。

内　　容：ボランティアを広く社会教育活動の一環としてとらえ、その組織作り及び研修等の指導を通し
　　　　　活動の基盤を作ることにより、市民が主体的に美術館活動に関わる様々な機会を設けます。
　　　　　本年度は本年度は第2期1年目です。

内　　容：空き展示室の有効活用の一環として、郷土ゆかりの若手作家の活動に対し、展覧会事業のプロ
　　　　　デュースを行うことにより、将来有望な若手作家の育成を図ります。

内　　容：市内小・中・高等学校及び公民館向けに美術館学芸員が講師となり、出張講義を行います。

◎ジュニアキュレーター制度　　（継続）

◎アンケート　　（継続）
内　　容：アンケートの内容を随時検討しながら、実施します。

資料収集事業
◎資料収集事業 I　情報資料収集・調査　　（継続）

◎資料収集事業 II　収蔵品の収集・保管　　（継続）
内　　容：収蔵品の収集及び保護管理にあたります。

◎資料収集事業 Ⅲ　収蔵品の修理・修復　　（継続）

内　　容：前年度に引き続き、郷土関係作家の調査及び、平成21年度以降の特別展事業の調査研究を
　　　　　行います。

内　　容：当館収蔵品の中で、作品の状態が悪く展示に不適当な作品を修理・修復し、収蔵品の保護管理に
　　　　　あたります。 本年度は、絵の具層の剥落が顕著な木村義男油彩作品1点の修理・修復を要望しま
　　　　　す。

内　　容：市内中学・高等学校で協力していただける学校と連携し、生徒の目線で収蔵作品を用いての
　　　　　　展覧会（収蔵品展）を長期のプログラムにより計画、実施します。


